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旦屋畳旦＿＿＿（且）．＿＿＿＿彪基墨廃盤艶姿畢私塾集も！
快晴の夏空に、長池小、小井川小、澄太鼓等70名の「言取言が胡ばやし」「勇み約」

の揃い打ちの太鼓の音が響き、集まった父母、九条の合金牒、㌦般の才など50名

とともに、皆で「ふるさと」を合唱し、8時15分1分間のダイインをし、一同晴

れ晴れとした気分で敵合した。林淳子さんのソロ「一本の鉛筆」も見事でした。

広島市長押巧のメｌソセ脚ジ

「核兵器廃絶岡谷平和の集い」が開催されるに当たり、メッセ…ジをお送

りいたします。

ヒロシマは、人類最初の被爆体験を原点に、核兵器の廃絶と世界恒久平和
の実現を訴え続けてきました。しかし、世界各地で憎しみと暴力、報復の連
鎖が断ち切られないまま、今なお地球上には大豊の核兵器が存在し、核兵器
がイ史用される可能性さえ高まっています。このため、広島市は、世界の1と）
00を超える都市が加盟する平和市長合議と共に、2020年までの核兵器廃絶

を目指す「2020ビジョン」に取り組み、「核兵器の使用・威嚇は、－一般的に
国際法に反する」とした国際司法裁判所の勧告的意見から10周年を迎えた
昨年から、核軍縮に向けた「誠実な交渉義務」を果すよう求めるキャンペ脚

ン（Ｇｏｏｄ ＦａｉｔｈＣｈａｌｌｅｎｇｅ）を展開しています。さらに核保有国に対して都市
を核攻撃の目標にしないよう求める「都市を攻撃目標にするな（ＣｉｔｉｅｓＡｒｅＮｏｔ

Ｔａｒｇｅｔ）プロジュグト」に取り組んでいます。

人類の東泉を決定するのは、この地球に生きる一人一人の市民です。

した意味から平和を頗’ぅ「核兵器廃絶岡谷平和の集い」が開催されます

、
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は誠に意義深く、その取組みに対し深く敬意を表します。今後とも、核兵器
廃絶と世界恒久平和の実現のため、私たちと共にカを尽く　し、行動してくだ
さることを心から期待いたします。
終わりに、「核兵器廃絶岡谷平和の集い」の御成功と御参加の皆様の今後

ますますの健勝と御多幸をお祈りいたします。

平成19年（2007年）8月6日　　　広島市長　秋　葉　忠　利

漫旦ユ▲鼻息．丁＿，（盤上耳九条署名」．．＿．＿＿豊艶旦
諏訪湖花火の見物客で賑わう岡谷駅前で、13：00′㌧15：00　街頭署名。事務局員、

代表者、㌦般会員計17名が、炎天下汗だくで通行人に呼び掛けた。若い人連の反
応も意夕卜に好意的で、182筆が集まった。宣′伝カーの呼びかけも好評だった。



◎　会員の須沢誠治さんが、8月6日逝去され，「平和を愛した父の志」というこ

とで、喪主の暢〝さんより多額の遺志金をいただきました。ありがとうございま

した。車椅子で各種会合に出てこられた姿が目に浮かびます。ご冥福を祈ります。

◎「岡谷九奉の令」のホームページが再開しました。アクセスしてください。
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◎「銃口」（4000円）「日本の骨空」チケットあり。周囲の才に勧めて下さい。

座憂重要要

ｒ日本の青空」
上映会

下諏訪総合文化センタ岬　小ホール　　入場料1，200円

乳鼠旦邑二一ｇ旦上隼飽．9．．廣一鼠．愈　ピ軸鼠専薮竺象
「9条を考える通南の合」（北海週）の呼びかけに応えて、9の数の並ぶこの日

この時にイベントをしようということで、本金としては初めてピ鵬スウオ鵬クを計

画しました。9 、釜口 、簡単な集合のあとぶらぶらと塚間川まで湖畔公

園を歩きます。ハンカチかなにか黄色のものを身につけて下さい。小額、プラカ
ドなど工夫していただいても舷梯です。初秋の湖畔散策。楽しくやりましょ　う。

会員からのメッセージ 王旦」良＿上長地源2　本会代表

第二次世界大戦で、日本は中国をはじめとするアジアの諸国に侵略戦争を

しかけました。中国の兵士は・小一人も日本領土には入ってこなかったのに、日

本は100万人もの軍隊を大陸に送り込み、おびただしい数のアジアの人たち

の命を奪いました。この事実をみてもこの戦いが侵略戦争であったことは明

白です。この侵略戦争の反省と、もう戦争はイヤだという、平和を希求する

日本国民の気持ちが一1・一一・つになって憲法九条がうまれました。その九条のおか
ヽ

げで、天皇制を残したままで、日本は国際社食に復帰できたし、アジアの
人マにも受け入れられてきました。

この程度の歴史認識もないままに、今もし九条をなくせば、世界の人々、

とりわけ中国や朝鮮半島の人々が、どんなにひどい反応をするかは明らかで

す。そのすべての貴任は日本にあると言わざるをえません。

日本はアジアの中の山国です。いまのようなアメリカ一辺倒の国のあり様

を改め、アジアの人々と仲良くすることが、なによりも大切です。「軍備を

持たずにいて、北朝鮮が攻めてきたらどうする」といった幼稚な議論に、い

つまでも終始するのではなくて、日本が近隣諸国との信頼関係を築くにはど

うし．たらよいか、アジアに平和を築く議論を深めることが、今求められてい

ます。そのためにも憲法九条は赴婁なのです。


